
連絡先 自動車局技術 審査・リコール課 

リコール監理室 

TEL  03－ 5253－ 8111 内線42354 

ｱﾄﾞﾚｽ ： http://www.mlit.go.jp  

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表 
 

                                                     リコール届出日：平成２８年１１月２４日 

リ コ ー ル 届 出 番 号 ３９４５ リ コ ー ル 開 始 日   平成２８年１１月２５日 

届出者の氏名又は名称 トヨタ自動車株式会社       問い合わせ先： 

取締役社長  豊田 章男       トヨタお客様相談センター 

                                    TEL 0800-700-7700 

不具合の部位（部品名） ①燃料装置（燃料ポンプ、燃料噴射ノズル） 

②燃料装置（エンジン制御用コンピュータ、燃料噴射ノズル）および排気管（フ

ロントパイプ） 

基準不適合状態にあると 

認める構造、装置又は性 

能の状況及びその原因 

①ディーゼル燃料噴射装置において、燃料ポンプおよび燃料噴射ノズルの強度 

が不足しているため、燃料通路部に亀裂が発生することがある。そのため、 

燃料が漏れ、燃料圧力が低下するとエンジン警告灯が点灯して出力制限走行 

となり、最悪の場合、エンジンが停止するおそれがある。 

②エンジン制御用コンピュータにおいて、排気ガス再循環制御が不適切なため、

排気ガス中の水分により燃料噴射ノズル先端孔部が腐食し拡大することがあ

る。そのため、噴射量が増えてＰＭが触媒に多量に堆積してエンジン警告灯

が点灯し、出力制限走行となる。最悪の場合、触媒が損傷し黒煙を排出する

おそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容  ①全車両、車台番号を確認してポンプ、噴射ノズル等を対策品と交換する。 

あわせて各締結部の燃料漏れを点検する。 

②全車両、エンジン制御用コンピュータのプログラムを対策仕様に修正する。 

また、プログラム修正後にエンジン警告灯が点灯する場合には、無償で噴射

ノズル等を交換するとともに、触媒が損傷している場合には、フロントパイ

プを交換する。 

不 具 合 件 数  ①１０５件 

②２１１件 

事 故 の 有 無  無し 

発 見 の 動 機   市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動車

分解整備事業者に周知

させるための措置 

・使用者：ダイレクトメール等で通知する。 

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。 

・改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアストライカー付近に 

№3945のステッカーを貼付する。 

 

車名 型式 通称名 リコール対象車の車台番号 
の範囲及び製作期間 

リコール 
対象車の台数 

備考 

ﾄﾖﾀ LDF-KDH201V 
QDF-KDH201V 
LDF-KDH201K 
QDF-KDH201K 
LDF-KDH201K改 
QDF-KDH201K改 

「ﾊｲｴｰｽ」 
「ﾚｼﾞｱｽｴｰｽ」 

K D H 2 0 1 - 0 0 6 2 1 8 4～ K D H 2 0 1 - 0 1 8 7 2 9 2 
平成22年 7月22日～平成27年11月26日 

79,019 ①② 

K D H 2 0 1 - 0 1 8 4 4 0 4～ K D H 2 0 1 - 0 2 0 2 3 4 0 
平成27年10月27日～平成28年 7月 2日 

11,836 ② 

K D H 2 0 1 - 5 0 0 5 3 6 3～ K D H 2 0 1 - 5 0 2 0 2 7 7 
平成22年 8月 2日～平成27年10月29日 

11,629 ①② 

 

 



車名 型式 通称名 リコール対象車の車台番号 
の範囲及び製作期間 

リコール 
対象車の台数 

備考 

ﾄﾖﾀ LDF-KDH201V 
QDF-KDH201V 
LDF-KDH201K 
QDF-KDH201K 
LDF-KDH201K改 
QDF-KDH201K改 

「ﾊｲｴｰｽ」 
「ﾚｼﾞｱｽｴｰｽ」 

K D H 2 0 1 - 5 0 2 0 2 3 0～ K D H 2 0 1 - 5 0 2 3 6 7 0 
平成27年10月27日～平成28年 7月 1日 

2,688 ② 

LDF-KDH206V 
LDF-KDH206K 
LDF-KDH206K改 

K D H 2 0 6 - 6 0 0 2 6 1 7～ K D H 2 0 6 - 6 0 1 1 7 0 8 
平成22年 8月 2日～平成27年10月30日 

8,920 ①② 

K D H 2 0 6 - 6 0 1 1 6 8 2～ K D H 2 0 6 - 6 0 1 3 6 5 5 
平成27年10月27日～平成28年 6月30日 

1,936 ② 

K D H 2 0 6 - 8 0 2 7 4 3 8～ K D H 2 0 6 - 8 0 9 9 0 3 3 
平成22年 7月22日～平成27年12月15日 

68,259 ①② 

K D H 2 0 6 - 8 0 9 6 5 8 4～ K D H 2 0 6 - 8 1 0 6 6 3 9 
平成27年10月27日～平成28年 7月 7日 

9,597 ② 

LDF-KDH211K K D H 2 1 1 - 8 0 0 2 8 0 2～ K D H 2 1 1 - 8 0 0 6 6 4 8 
平成22年 7月22日～平成27年10月28日 

3,731 ①② 

K D H 2 1 1 - 8 0 0 6 6 4 4～ K D H 2 1 1 - 8 0 0 7 2 7 8 
平成27年10月27日～平成28年 6月29日 

598 ② 

LDF-KDH221K K D H 2 2 1 - 0 0 0 6 8 4 2～ K D H 2 2 1 - 0 0 1 6 6 0 7 
平成22年 8月 4日～平成27年10月28日 

3,846 ①② 

K D H 2 2 1 - 0 0 1 6 6 0 0～ K D H 2 2 1 - 0 0 1 8 0 5 8 
平成27年10月27日～平成28年 6月29日 

567 ② 

LDF-KDH223B 
LDF-KDH223B改 

K D H 2 2 3 - 0 0 0 8 9 9 1～ K D H 2 2 3 - 0 0 2 6 2 7 8 
平成22年 7月26日～平成27年10月27日 

3,977 ①② 

K D H 2 2 3 - 0 0 2 6 2 8 5～ K D H 2 2 3 - 0 0 2 9 1 0 7 
平成27年10月27日～平成28年 6月30日 

764 ② 

LDF-KDY221 
QDF-KDY221 

「ﾀﾞｲﾅ」 
「ﾄﾖｴｰｽ」 

K D Y 2 2 1 - 8 0 0 1 9 7 2～ K D Y 2 2 1 - 8 0 0 5 8 6 2 
平成22年 8月 3日～平成27年10月29日 

3,802 ①② 

K D Y 2 2 1 - 8 0 0 5 8 6 1～ K D Y 2 2 1 - 8 0 0 6 4 6 3 
平成27年10月28日～平成28年 6月30日 

600 ② 

LDF-KDY231 
QDF-KDY231 
LDF-KDY231改 
QDF-KDY231改 

K D Y 2 3 1 - 8 0 0 6 5 5 1～ K D Y 2 3 1 - 8 0 2 2 6 5 1 
平成22年 8月 2日～平成27年10月29日 

14,417 ①② 

K D Y 2 3 1 - 8 0 2 2 6 0 7～ K D Y 2 3 1 - 8 0 2 6 0 9 2 
平成27年10月27日～平成28年 6月30日 

2,569 ② 

LDF-KDY241V K D Y 2 4 1 - 0 0 0 1 1 5 5～ K D Y 2 4 1 - 0 0 0 1 3 6 7 
平成22年 8月26日～平成27年11月 2日 

206 ①② 

K D Y 2 4 1 - 0 0 0 1 3 6 8～ K D Y 2 4 1 - 0 0 0 1 3 9 0 
平成27年11月17日～平成28年 7月 1日 

22 ② 

LDF-KDY271 K D Y 2 7 1 - 0 0 0 2 1 3 9～ K D Y 2 7 1 - 0 0 0 4 5 9 7 
平成22年 8月 3日～平成27年10月29日 

2,441 ①② 

K D Y 2 7 1 - 0 0 0 4 5 9 8～ K D Y 2 7 1 - 0 0 0 4 8 5 0 
平成27年10月29日～平成28年 6月30日 

251 ② 

LDF-KDY281 
LDF-KDY281改 

K D Y 2 8 1 - 0 0 0 4 4 9 9～ K D Y 2 8 1 - 0 0 1 5 2 5 3 
平成22年 8月 3日～平成27年10月29日 

10,634 ①② 

K D Y 2 8 1 - 0 0 1 5 2 3 2～ K D Y 2 8 1 - 0 0 1 6 8 3 7 
平成27年10月27日～平成28年 7月 1日 

1,598 ② 

  
(計23型式) 

 
(計4車種) 

(製作期間の全体の範囲) 
平成22年 7月22日～平成28年 7月 7日 (計243,907台) 

 

    ①210,881台 
②243,907台 

 

【注意事項】 

リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 


